
　
11
月
10
日（
土
）、高
崎
看
健
康
福
祉
大
学
に

て
、
棚
橋
さ
つ
き
会
長
（
同
大
学
保
健
医
療
学

部
看
護
学
科
准
教
授
）
の
も
と
、
第
2
回
日
本

在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昨

年
12
月
の
第
1
回
学
術
集
会
を
上
回
る
３
０
０

名
以
上
の
参
加
者
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。

　
大
会
長
講
演
で
棚
橋
氏
は
、
自
身
の
経
験
を

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
紹
介
し
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
在
宅
看
護
を
展
開
す
る
こ
と
の
意

義
と
重
要
性
を
語
っ
た
。
在
宅
看
護
に
起
こ
っ

て
い
る「
変
化
」と
し
て
、小
さ
な
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
、
リ
ハ
職
を
中
心
に
、

小
さ
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
も
多
職
種
が
入
り

交
じ
る
よ
う
に
な
り
、
意
思
統
一
を
図
り
づ
ら

く
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。
そ
う
し
た
現
状
の

な
か
、
群
馬
県
看
護
協
会
立
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

主
催
に
よ
り
、
患
者
・
家
族
と
多
職
種
の
交
流

会
を
開
催
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
互
い
の
情
報

交
換
を
し
て
い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
安
心
で
き
る
療
養

生
活
を
支
え
る
看
護
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
」
で
は
、

最
初
に
宇
都
宮
宏
子
氏
（
在
宅
ケ
ア
移
行
支
援

研
究
所
宇
都
宮
宏
子
オ
フ
ィ
ス
）が
、「
退
院
調

整
看
護
師
」
と
し
て
行
な
っ
て
き
た
自
身
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
在
宅
へ
の
移
行
は
家
族
間
の

問
題
・
経
済
的
な
問
題
な
ど
非
常
に
個
別
性
が

高
い
が
、
連
携
の
コ
ツ
や
最
低
限
や
る
べ
き
こ

と
は
「
見
え
る
化
（
体
系
化
）」
し
、施
設
か
ら

在
宅
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
、
地
域
に
か
か

わ
ら
ず
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
続
い
て
宇
野
さ
つ
き
氏
（
新
国
内
科
医
院
）

は
、
患
者
・
家
族
の
「
安

心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

介
護
保
険
を
使
え
な
い
若

年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養

の
事
例
を
紹
介
し
た
。
在

宅
医
療
で
は
、
各
職
種
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
専
門

性
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ

の
チ
ー
ム
内
で
も
訪
問
看

護
師
が
中
心
と
な
る
べ
き

だ
と
述
べ
、
そ
の
な
か
で

看
護
師
の
専
門
性
は
「
患

者
・
家
族
の
生
活
を
具
体

的
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
」と
強
調
し
た
。「
今
後

は
、
が
ん
で
認
知
症
は
当

た
り
前
に
な
る
。
ま
た
、

外
来
治
療
が
主
流
と
な
る

な
か
で
、
訪
問
看
護
師
の
役
割
が
問
わ
れ
る
」

と
結
ん
だ
。

　
ま
た
、服
部
美
加
氏（
吉
田
福
祉
会
）は
、日

本
看
護
協
会
の
看
護
師
職
能
委
員
会
か
ら
「
介

護
施
設
に
お
け
る
看
護
職
の
た
め
の
系
統
的
な

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
実
務
者
向
け
）」が
提
案
さ

れ
た
と
報
告
し
、
介
護
施
設
で
働
く
看
護
師
の

質
向
上
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
活
用
を
、
と
呼
び
か

け
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
訪
問
看
護
の
質
向
上
を

考
え
る

―
専
門
特
化
し
た
看
護
実
践
か
ら

学
ぶ
」
で
は
、
初
め
に
後
藤
茂
美
氏
（
山
梨
県

看
護
協
会
荒
川
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
所
属
す
る
皮
膚
・

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
（
以
下
、

Ｗ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）
と
し
て
の
活
動
を
紹

介
し
た
。
後
藤
氏
は
、
月
1
回
、

同
法
人
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
7
か
所
を
巡
回
し
、
訪
問

看
護
師
と
同
伴
訪
問
し
て
い
る
。

同
伴
訪
問
後
に
は
、
撮
影
し
た
画

像
を
も
と
に
肉
芽
の
見
極
め
方

な
ど
細
か
な
振
り
返
り
を
し
て

い
る
と
い
う
。
直
接
協
働
す
る
こ

と
で
Ｗ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
の
専
門
性
に
理

解
が
得
ら
れ
、
診
療
報
酬
改
定
に

伴
い
同
伴
希
望
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
現
状
を
述
べ
つ
つ
も
、

❶
法
人
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
依
頼
は
多
く
な
い
点
、
❷
病

院
Ｗ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
に
は
在
宅
訪
問
し

た
経
験
が
あ
る
も
の
は
多
く
な

い
点
、
❸
施
設
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
Ｗ
Ｏ
Ｃ

Ｎ
の
訪
問
は
算
定
で
き
な
い
点
を
課
題
と
し
た
。

　
続
く
青
木
悠
紀
子
氏
（
悠
の
木
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
横
浜
市
訪
問
看
護
連
絡
協

議
会
に
お
け
る
活
動
実
践
を
報
告
し
た
。
同
協

議
会
は
訪
問
看
護
の
質
向
上
の
た
め
、
❶
事
業

研
究
発
表
会
、
❷
訪
問
看
護
セ
ミ
ナ
ー
、
❸
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

青
木
氏
は
、
同
協
議
会
会
長
お
よ
び
訪
問
看
護

認
定
看
護
師
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ

看
護
の
本
質
を
実
践
と
と
も
に
継
続
し
て
学
び

続
け
て
い
き
た
い
と
結
ん
だ
。

　
最
後
に
木
村
憲
洋
氏
（
高
崎
健
康
福
祉
大
学

健
康
福
祉
学
部
）
は
、
訪
問
看
護
の
質
の
向
上

に
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
の
安
定
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。
経
営
が
安

定
す
る
こ
と
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

❶
教
育
に
時
間
と
資
金
を
か
け
ら
れ
る
、
❷
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
、

と
い
う
2
点
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
経
営
の
安
定

し
て
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
長
と
し
て
、
❶

事
務
職
員
が
い
て
看
護
師
を
看
護
に
専
念
さ
せ

て
い
る
、
❷
所
長
の
相
談
相
手
が
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
に
い
る
、
と
い
う
2
点
を
挙
げ
、
そ
の
よ

う
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
こ
と
が
訪
問
看

護
の
質
向
上
に
不
可
欠
の
た
め
、
ぜ
ひ
各
々
が

開
業
を
視
野
に
経
営
的
な
視
点
を
も
っ
て
ほ
し

い
と
し
め
く
く
っ
た
。⦿

　
こ
の
ほ
か
、
合
計
33
題
の
一
般
口
演
・
示
説

が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
学
術
集
会
の

抄
録
集
を
付
録
と
し
て
、
学
会
誌
の
創
刊
号
が

発
行
と
な
っ
た
。
第
3
回
学
術
集
会
は
、
東
邦

大
学
大
森
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
大
田
区
）
に

て
、
尾
崎
章
子
会
長
（
東
邦
大
学
医
学
部
医
学

研
究
科
看
護
学
専
攻
在
宅
看
護
分
野
）
の
も
と
、

「
在
宅
療
養
者
と
家
族
に
寄
り
添
い
支
え
る
在

宅
看
護
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
。
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日
本
在
宅
看
護
学
会

第
2
回
学
術
集
会
が
開
催
！
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